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[主張]　間違つた求福術

　二十世 (せい)紀 (き)とか、科 (くわ)學 (がく)の世 (せい)紀 (き)とか云 (い)ひ乍 (なが)ら、今 (こん)日 (にち)尚 (なほ)いろいろな迷 (めい)信 (しん)が行 (おこな)はれてゐるのは歎 (なげ)かはしい限 (かぎ)りである。しかもそれが無 (む)知 (ち)蒙 (もう)昧 (まい)なる愚 (ぐ)夫 (ふ)愚 (ぐ)婦 (ふ)ならいいざ知 (し)らず、堂 (どう)々たる現 (げん)代 (だい)的 (てき)紳 (しん)士 (し)間 (かん)に行 (おこな)はれてゐるのである。たとへば姓名 (せいめい)の迷信 (めいしん)で、たまたま創 (そう)氏 (し)改 (かい)名 (めい)の折を窺 (うかが)つてかゝる馬 (ば)鹿 (か)馬鹿しい迷 (めい)信 (しん)がいよいよ大 (たい)道 (どう)を横 (わう)行 (こう)し始 (はじ)めた。心 (こころ)や身體 (からだ)を造 (つく)りかへるのなら、運命 (うんめい)も直 (なお)らう、姓 (せい)名 (めい)の文字 (もじ)の畫 (くわく)數 (すう)や發 (はつ)音 (おん)の變 (へん)更 (こう)で、凶 (けう)が吉 (きち)に變 (へん)ずることがあれば、宇 (う)宙 (ちう)因 (いん)果 (くわ)の法 (ほう)則 (そく)は臺 (だい)なしに打壊 (うちこ)はされてしまふであらう。太陽 (たいよう)の陽 (よう)の字 (じ)に一畫 (くわく)を加 (か)へたり、減 (へ)らしたりして、太 (たい)陽 (よう)の熱 (ねつ)量 (れう)を加 (か)減 (げん)すると云 (い)ふのと同 (おな)じく、實 (じつ)に馬鹿 (ばか)らしい囈語 (たわごと)である。
　どうして、こんな馬鹿 (ばか)馬鹿しいことが行 (おこな)はれるのであるか。それは貪慾 (どんよく)からであること勿論 (もちろん)であるが、それよりも恐 (おそ)ろしい罪 (つみ)がこの迷 (めい)信 (しん)の原 (げん)因 (いん)をなしてゐるのだ。それは愚痴 (ぐち)である。愚 (ぐ)痴 (ち)とは因 (いん)果 (くわ)の理 (り)法 (ほう)を辨 (わきま)へないことだ。
　善 (ぜん)因 (いん)を作 (つく)らずして善 (ぜん)果 (くわ)を願 (ねが)ひ、惡 (あく)因 (いん)を作 (つく)りつゝ惡 (あく)果 (くわ)を避 (さ)けようとすることである。衛 (えい)生 (せい)の法 (ほう)則 (そく)を守 (まも)らずして健 (けん)康 (こう)長 (てう)壽 (じゆ)を希 (ねが)ひ、勤 (きん)儉 (けん)貯 (ちよ)蓄 (ちく)せずして富 (とみ)を望 (のぞ)み、徳 (とく)を積 (つ)むことなくして名 (めい)譽 (よ)を捷 ([か])ち得 (え)んとすることである。
　これが愚痴 (ぐち)といふもので、あらゆる罪惡 (ざいあく)はこの愚痴 (ぐち)から生 (せう)ずるものである。因 (いん)果 (くわ)の理 (り)法 (ほう)を辨 (わきま)へないから偶 (ぐう)然 (ぜん)や僥 (げう)倖 (こう)を當 (あ)てにする。僥 (げう)倖 (こう)によつて富 (とみ)と名 (めい)譽 (よ)を貪 (むさぼ)らうとするから、詐欺師 (さぎし)となるのである。詐 (さ)欺 (ぎ)とは單 (たん)に法 (ほう)律 (りつ)上 (じやう)の罪 (ざい)名 (めい)を指 (さ)すのみでない。善惡 (ぜんあく)、正邪 (せいじや)の行 (おこな)ひによらずして或 (あるひ)は欲望 (よくぼう)を達成 (たつせい)せんとするが如 (ごと)きは凡 (すべ)て詐 (さ)欺 (ぎ)である。凡 (およ)そ姓 (せい)名 (めい)など直 (なお)すことによつて、又 (また)祖 (そ)先 (せん)の墓 (はか)の位置 (いち)や方向 (ほうかう)の變 (へん)更 (こう)によつて福運 (ふくうん)を希 (ねが)ふ如 (ごと)きは、己 (おのれ)まづ詐欺 (さぎ)にかゝつてゐること勿論 (もちろん)であるが、かういふ人はまた人 (ひと)にも詐 (さ)欺 (ぎ)を行 (おこな)ひ兼 (か)ねまじきものである。なんとなれば善 (ぜん)と正 (せい)の行 (おこな)ひによらずして、福樂 (ふくらく)を貪 (むさぼ)るからである。
　今 (こん)日 (にち)の時 (じ)勢 (せい)は無 (む)限 (げん)に富 (とみ)と享 (けう)樂 (らく)への貪 (どん)慾 (よく)を唆 (そゝ)る。この心 (こころ)を矯 (た)めなければ民 (みん)心 (しん)は益 (ます)々堕 (だ)落 (らく)の一路 (ろ)を辿 (たど)るであらう。正 (ただ)しき神 (しん)仏 (ぶつ)への信 (しん)仰 (こう)と正 (ただ)しき科 (くわ)學 (がく)の知 (ち)識 (しき)を併 (あは)せもつてこそ、この時 (じ)弊 (へい)を匡 (ただ)すことが出來 (でき)ると思 (おも)ふが、いづれにしても因 (いん)果 (くわ)の信 (しん)念 (ねん)を人 (じん)心 (しん)に植 (う)ゑ附 (つ)けることは、小 (せう)にしても一人 (にん)一家 (か)を救 (すく)ひ、大 (だい)にしては國 (こく)運 (うん)を護 (まも)る所 (ゆえ)以 (ん)である。
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